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研究成果の概要（和文）：　光強度が象牙質に対する支台築造レジンの接着性および支台築造レジンの歯質接着性およ
びアドヒーシブの表面自由エネルギーに及ぼす影響に関する検討を行った。その結果，接着試験においては，光強度が
200mw/cm2以下の条件で接着強さは有意に低い値を示したとともに ，試験後の破壊形式では界面破壊が大勢を占めた．
表面自由エネルギーにおいては，光強度が400mw/cm以上の条件で200mw/cm2以下の条件に比較して有意に低い値を示し
た．以上のことから．照射光線の光強度は支台築造レジンの接着性および表面自由エネルギーに影響を及ぼすことが判
明した。

研究成果の概要（英文）：This study was to evaluate the effect of light intensity on dentin bond strength 
and surface free energy characteristics of core build-up resins. Shear bond strength test and surface 
free energy measurements of adhesive treated dentin surface were done to monitor the effects of power 
density on the polymerization behavior of dual-cured core build-up resins. The dentin bond strength and 
surface free energy characteristics of the core build-up resins were affected by the power density of the 
curing unit.

研究分野： 保存修復
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１．研究開始当初の背景
 歯冠崩壊が著しい失活歯症例においては，
印象採得後にメタルを用いた支台築造が用
いられてきた。この支台築造法は，間接修復
法によって製作されるため，技工操作に伴う
制約などがあるために，便宜的な健康歯質の
削除を余儀なくされている。また，メタルを
用いた支台築造では，その装着のために合着
用セメントを用いる必要があるが，鋳造体の
適合性が不良な場合では応力集中が生じ，ひ
いては歯根破折などを生じる危険性が指摘
されている。さらに，無髄歯における歯根破
折の報告は増加する傾向にあることから，可
及的に歯質を保存することによって，歯の
命を図る修復方法の確立が望まれている。そ
こで，
歯質の削除量が比較的少なく，さらに残存根
管歯質の構造的な強化を目指して，これまで
歯冠修復材で蓄積された接着技法を応用し
た直接修復法のレジン支台築造が注目され
ている。
 しかし，これらレジン支台築造の根管内象
牙質に対する接着機構に関しては，歯冠部修
復用レジンのそれを応用したものであり，有
機質コラーゲンに富んだ象牙前質を含んだ
髄腔内象牙質に対する接着性に関しては，ほ
とんど解明されていないのが現状である。
こで，接着試験および表面
ことで接着メカニズムの解明を行うことを
企画した。
 
２．研究の目的
 最近の齲蝕治療のコンセプトに沿った歯
質保存的修復治療の一環として，
存歯質を構造的に強化することによって，口
腔内におけるその機能を保持させることを
目指して，歯質接着性のあるレジンを支台と
して用いるために，根管内象牙質に対する接
着の確立を目的とした
うパラメータ以外に，象牙質およびアドヒー
シブシステムの界面性状からも検討を加え
た。これらは，接着の予後に影響を及ぼす重
要な因子と考えられている。界面性状
においては，界面化学的な手法として，接触
各測定器を用いて，被着対象である根管内象
牙質のアドヒーシブ処理後の接触角を測定
することによって，表面自由エネルギーを算
出し，接着界面で生じている現象あるいは接
着界面を構成する部材の相互作用
評価した
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